
ネパールでがん予防
ＡＭＤＡ社会開発機構と第一三共

9･期ｕへ検診や啓発活動

　
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

中
南
米
の
８
力
国
で
発
展

途
上
国
支
援
を
行
う
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
社
会
開
発
機
構
（
岡

山
市
北
区
蕃
山
町
）
は

今
月
か
ら
、
製
薬
会
社
の

第
二
一
共
（
東
京
）
と
協

働
し
、
ネ
パ
ー
ル
で
乳
が

ん
と
子
宮
頚
が
ん
の
予
防

な
ど
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
乗
り
出
し
た
。

検
診
を
実
施
し
、
早
期

発
見
に
努
め
る
ほ
か
、
啓

発
活
動
に
よ
る
知
識
向

上
、
検
診
の
受
診
者
数
増

加
な
ど
を
目
指
す
。
同
機

構
が
、
が
ん
に
特
化
し
た

活
動
を
す
る
の
は
初
め

て
。

　
同
機
構
の
現
地
ス
タ
ッ

フ
と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー

ル
支
部
の
医
師
や
看
護
師

ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
首

中国パキスタン

　　ー　カトマンズ
エベレスト
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ゴカルネ

シュワル地呵ﾉインド洋Ｎ
‘
一

カ
ル
ネ
シ
ュ
ワ
ル
地
区
で

活
動
す
る
。
地
域
の
７
診

療
所
と
同
支
部
が
関
わ
る

病
院
の
計
８
ヵ
所
を
拠
点

に
、
検
診
を
行
う
。
現
地

で
は
既
に
地
域
住
民
の
実

態
調
査
や
医
療
従
事
者
向

け
の
研
修
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　
さ
ら
に
機
材
を
扱
う
専

門
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
、

日
本
の
愛
育
委
員
の
よ

の
３
年

う
な
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
育
成
す
る
。
期
間
は

２
０
２
３
年
1
2
月
ま
で

聞
き
取
り
調
査
に
回
答
す
る
ネ
パ
ー
ル
の
人
た
ち

は
資
金
面
の
援
助
、
同
様

の
海
外
支
援
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
、
活
動

　
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
の
統
計
や
同
機
構
な

ど
に
よ
る
と
、
ネ
パ
ー
ル

で
は
女
性
の
が
ん
患
者
の

う
ち
、
子
宮
頚
が
ん
と
乳

が
ん
に
か
か
る
人
が
多

く
、
が
ん
に
起
因
す
る
死

亡
者
の
約
３
割
を
占
め

る
。
政
府
の
予
算
や
人
材

ダ

難
か
ら
定
期
検
診
制
度
や

予
防
啓
発
活
動
が
十
分
で

な
く
、
受
診
率
も
低
い
上
、

が
ん
が
見
つ
か
っ
た
段
階

で
は
既
に
進
行
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
と

い
う
。

　
同
機
構
は
「
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
感
染
症
対
策

や
母
子
保
健
と
は
異
な
る

分
野
で
取
り
組
み
を
進

め
、
発
展
途
上
国
の
健
康

に
寄
与
し
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。
（
斎
藤
章
一
朗
）
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